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Abstract 
The principal aim of the present study was to elucidate the characteristics of music cultivation in Kretzschmar’s work 
Musikalische Zeitfragen. Through an examination of Kretzschmar’s concept of “Volk,” the present study examines 
who was asked to be musical, what challenges they faced, and how improvements were attempted. The investigation 
revealed that Kretzschmar called for all German “Volk,” including “educated persons” and “the masses,” to be 
musical. Kretzschmar presented vocal music focused on the common goal of loving “music as an art of service” 
among the entire “Volk” of Germany, thereby setting “educated persons” a lofty task. In the reform of Kretzschmar, 
which sought to have “Volk assume the responsibility for German music art,” the role expected of “Volk” can be 
considered to have differed depending on the social group to which a person belonged.  
 
Ⅰ 研究の背景と目的 
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教育および社会一般における音楽育成の双方の課題を記した著書 Musikalische Zeitfragen（1903）を扱う。 
 
Ⅱ Musikalische Zeitfragen（1903）にみられるクレッチュマーの音楽観 
1．19世紀のドイツ音楽の重視 





れに同時代に達している国はドイツの他にない。」（Kretzschmar, 1903, S.3） 
 
 次に，音楽育成についても，「古い時代の方が，音楽育成における豊富さと細かさの点で我々よりも優れ
ていた」（a. a. O., S.5）と，古い時代のものが優れていると記している。クレッチュマーによれば，ドイツ






だ憤慨してみてもはじまらない。」（a. a. O., S.6） 
 
以上のようなドイツ音楽に対する危機感が Musikalische Zeitfragen 執筆の背景にはあった。クレッチュマ
ーは音楽をめぐる問題として，音楽思想，音楽環境，音楽制度などに関する課題を本書に記した。 
 
2．「奉仕する芸術としての音楽（die Musik als dienende Kunst）」の重視 
クレッチュマーは，音楽を「奉仕する芸術としての音楽（die Musik als dienende Kunst）」と「自由芸術と
しての音楽（Die Musik als freie Kunst）」の 2 つに区分している。前者は，音楽以外の目的に従うもので，
公的生活や市民生活に順応しているとされる。後者は，音楽の芸術作品があらゆる外的な関心から解放さ
れ，純粋にそれのみで作用する（a. a. O., S.103）。クレッチュマーによれば，2 種類の音楽の間にアンバラ
ンス（Mißverhältnis）が生じ，「自由芸術としての音楽」があまりに高く評価され，「奉仕する芸術としての
音楽」があまりに低く評価されている（Ebd.）。クレッチュマーは，この 2 つは同等ではなく，「奉仕する
芸術としての音楽」を優位におくべきであるという見解を示した（a. a. O., S.103-104）。なぜなら，絶対音
楽というものはなく，音楽は生まれながらの補助芸術（geborene Hilfskunst）4）であり，昔から何かに依存
し何かを活気づけるよう指示され，音楽外の基盤や土台に支えられているからである（a. a. O., S. 118-119）。 
このように，「奉仕する芸術としての音楽」の優位性と関連して，クレッチュマーは声楽音楽の優位性
についても主張している。 







級の芸術とみなしている。」（a. a. O., S.117） 
 
クレッチュマーによれば，コンサートにおける器楽音楽の優位はまだ明白には作品を害してはいないが，








Ⅲ Musikalische Zeitfragen（1903）にみられる「Volk」概念の検討 
1．民衆（Volk） 
まず，ドイツの「国民」全体という意味ではなく，その一部の人々を指示していると捉えられる「Volk」












の愛の減少と関係がある」（a. a. O., S.31）。 
 
ここで説明されているのは，音楽の損失に悩む Volk，すなわち音楽にふれることができない Volk の現状




































論を探す時になったということに気づいた」（a. a. O., S.28）のである。 
ハラーの一件以来，国民学校の唱歌授業を理にかなったもの，実りあるものにするために，すべての州
が新しい条例を出し，楽譜を読んで歌う方法を導入することになった。しかし，その成果はまだ表れてい














ない。」（a. a. O., S.7） 
「音楽作品は，Volk の音楽文化における素晴らしい成果であり，Volk の精神にとって重要なものである。」
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 Musikalische Zeitfragen では，以下のように「教養ある人々」についての記述が多くみられる。 
 
「非常に多くの教養人（Gebildete）が，音楽に無関心であるか，軽蔑的な態度で向き合っている。」（a. a. O., 
S.11） 
「高度な教養をもつ者（Hochgebildete Männer）は，詩や造形芸術のことはよく知っているが，音楽にはま
ったく疎遠である。」（a. a. O., S.12） 
「高貴な教養層（die Kreise edelster Bildung）において，音楽を愛好する心情が新たに低下していることは
明白であり，納得がいく。」（a. a. O., S.14） 
「バッハ協会，ヘンデル協会，レーヴェ団体，ワーグナー団体は，純粋に有効な企画である。しかし，教
養あるドイツ界（die gebildete deutsche Welt）が音楽から離れているという不安が生じている。ドイツの教
養ある人々が音楽から離れないように配慮することが緊急の課題である。」（a. a. O., S.37） 
「ギムナジウムが唱歌授業を拒否したことによって，学識と教養ある階層（die gelehrten und gebildeten 
Stände）が音楽に目を向けないということが起こっている。…偶然，ギムナジウムの唱歌活動が権利を行








いて，音楽を愛好するという考えは主流であるが，それを過大評価してはならない」（a. a. O., S.11）と述べ

























（一般的に有名な作曲家の名前だけをあげるが）は音楽家になった。」（a. a. O., S.33-34）と述べている。 
クレッチュマーは，「ギムナジウムの唱歌授業は，最も重要な音楽時事問題のひとつである。ギムナジウ





























供することはなお難しい。この状況のもとで，ドイツ音楽は安心することができない。」（a. a. O., S. 116） 
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解さない俗物根性（Banausentum）の増加と足並みがそろっている」（a. a. O., S.14）と述べ，音楽的営みが，
明晰，真実，信頼という方向を向くならば，音楽の支持者の質は向上し，高度な教養のある人 （々die Kreise 
der höhern Bildung）が音楽を避けることはなくなると説明している（a. a. O., S.14-15）。 
 そのような状態にたどり着けるのは，音楽の性質全般に対して，現在よりも正しい基本見解が浸透した
ときのみであり，そのため，音楽の性質や本質について適切で品格ある根本思想をもつことが必要とされ




















Ⅳ Musikalische Zeitfragen（1903）にみられる音楽育成の特徴 











































・Böhme, T.: Wege von der Kunst zur Wissenschaft. Herman Kretzschmars Wirken in Leipzig, in : Hermann Kretzschmar 
Konferenzbericht Olbernhau, Gudrun Schröder, 1998, S.41-56. 
・Braun, G.: Die Schulmusikerziehung in Preußen : von den Falkschen Bestimmungen bis zur Kestenberg-Reform, Bärenreiter, 
1957. 
・Freitag, S.: Hermann Kretzschmar als Förderer der deutschen Schulmusik, in: Hermann Kretzschmar Konferenzbericht 
Olbernhau, Gudrun Schröder, 1998, S.185-192. 
・Heller, K.: Das Rostocker Jahrzehnt Hermann Kretzschmar, in :Hermann Kretzschmar Konferenzbericht Olbernhau, 
Gudrun Schröder, 1998, S.57-78. 
・Kafurke, R.: Zur Geschichte der Schulmusikerziehung in Preußen von 1918 bis 1930, Der Wilhelm-Pieck-Universitӓt, 1945. 
・Kretzschmar, H.: Musikalische Zeitfragen : zehn Vorträge, Peters, 1903. 
・Nolte, E.: Lehrpläne und Richtlinien für den schulischen Musikunterricht in Deutschland vom Beginn des 19. Jahrhunderts 
bis in die Gegenwart, Schott, 1975. 
・Pfeffer, M.: Hermann Kretzschmar und die Musikpӓdagogik zwischen 1890 und 1915, Schott, 1992. 
・Sommer, H.-D.: Praxisorientierte Musikwissenschaft Studien zu Leben und Werk Hermann Kretzschmars, Musikverlag 
Emil Katzbichler, 1985. 
 
